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大村市政だより (491号〉 昭和42年2月20日2月下旬号

監墨欝重議
陸上自衛隊では、3月中の実弾

射撃をつぎのとおり行ないます

実施場所=池田射撃場

実施 日程~ 1日-3目、

.昭和33年4月22日第三種郵便物認可.毎月3回1日・10日・20日発行・定価1部5円

.発行所大村市役所 国編集人総務課長 菊池網昌 圃印刷所合同印刷所

13日-14日、16日-18日、20日、
22 日 ~25 日 、 27 日 -31 日

2月11日、この日 は

大村市が市制を施行し

た日です。

市では、この祝うべ

き日に市役所大会議室

で市制25周年記念式典
を行ない、市職員の永

年勤続者を表彰しま し

ーヲ， 
，~ 。

x x 

大村市は、昭和17年

2月11日に東彼杵郡大

村町と、 三浦、 鈴田、

萱瀬、福重、松原の5
カ村が合併し、全国で

188番目の市となりま
しfこ。

25周年を迎えた大村市は、今後10万都市建設に努力し、より明る

く住みよい大村市になることでしょう。

交交交"'u交 交 'I.':r女合** * 

美しくなる

大村公園

水蓮と藤の花が美しい大村公圏内の桜田跡の池が、都市計画事業で

きれいに整備されています。家族ずれの散歩には最適の場所といえ

ましよう。
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い羽根を追 って
ーバドミントンの講習会一

長崎国体を2年後にひかえ、大村市の体育課では一

般市民、学生を対象としてバドミシ トンの講習会を行

ないました。 会場の西大村中学校体育舘には、約 100

人が集ま り、午前中はノレーノレと基躍的な練習を午後に

なって試合の進め方を熱心に練習しました。
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インフルエンザが流行します

寒いとイシプノレエシずが流行しやすいものです。

病気にかかり易いのは乳幼児と小中学生で、年を

とるにつれてだんだんかかりにくくなります。

予防には……・-

①うがいを励行し、患者

はマスクを使用しまし

支
度
資
金
と

修
学
資
金
を
貸
付

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
今
年
三
月
中
学
を
卒
業

し
、
就
職
又
は
高
校
に
入
学

す
る
方
で
そ
の
支
度
や
修
学

の
資
金
に
お
困
り
の
方
へ
資

金
を
貸
付
け
ま
す
。

〆
マ
支
度
資
金
(
無
利
子
)

貸
付
限
度
額
は

一
万
五
千

円
。
月
千
円
の
月
賦
償
還
。

マ
修
学

資

金

(
無
利
子
)

高
校
に
在
学
し
て
い
る
間

月
千
五
百
円
を
貸
付
。
卒
業

後
月
賦
償
還
。

ょフ。

②あたたかくし、栄養を

取って、 過労や不摂生

をしないように気をつ

けましょう。

③体力をつけるようひごろからラジオ体操などを

しましょう。

④「たんJrつば」は伝染の源となります。
完全に消毒しましょう

冬でも赤痢は多い

市内で、今年すでに13名の患者がでています。

冬でも赤痢は発生することを十分知るべきです。

家庭では、徹底的に予防につとめましょう。

希
望
者
は
地
区
内
民
生
委

員
の
方
に
相
談
の
上
、
申
込

書
、
就
職
文
は
在
学
証
明
書

を
添
え
て
三
月
五
日
ま
で
に

福
祉
事
務
所
内
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
に
申
込
み
下
さ

、レ

申
込
用
紙
は
福
祉
事
務
所

内
の
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

額
(
土
地
の
み
)
を
決
定
し

た
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
を

つ
ぎ
の
と
お
り
み
な
さ
ん
の

縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
縦
覧

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
三
月
一
日
か
ら
、

三
月
二
十
日
ま
で

マ
場
所

市
役
所
課
税
課

な
お
、
固
資
産
税
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
と
課

税
標
準
額
に
不
服
の
あ
る
場

合
は
、
三
月
一
日
か
ら

三
月

三
十
日
ま
で

の
聞
に
文
書
で

審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
縦
覧
に
つ
い
て

昭
和
四
十
二
年
度
の
固
定

資
産
(
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
)
の
価
格
と
課
税
標
準

、 I~\
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予防には・・

①子洗ひは赤痢予防のきめてです。お母さん、家

族全員の手洗運動を起しま しょ う。逆性石けん

やクレゾーノレ液を使うと効果的です。

②生のまま用いる食品は十分に確かめてから使いまし ょう。

③調理器具、保管器具は清潔ですか。 とくに冷蔵庫は過信されやすいものですが

赤痢菌は零下10度でも平気で生きています注意しましょう。

ー④自己診断は非常に危険です。 風邪気味で下痢するときは注意する必要がありま

す。早にめ医師の診断をうけましょう。

、、

イ，
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お

し
ら
せ

ガ
ン
の
講
演
会

!
長
大
医
教
授
を招い
て
i

ガ
ン
に
対
す
る
治
療
技
術

の
著
る
し
い
向
上
で
、
早
く

ガ
シ
を
発
見
す
れ
ば
ガ
ン
を

征
圧
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

得
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た。
し
か
し
、
ガ
ン

征
庄
の
た

め
に
は
、
第

一
に
ガ
ン
を
早

く
発
見
す
る

こ
と
♂
必
要
で

コ
ー

ナ

l

そ
の
た
め
に
は
、
ガ
ン
が
ど

ん
な
も
の
で
あ
る
か
を
よ
く

知
る
こ
と
が
大
切
で
す。

こ
の
た
め
、
ガ
シ
の
講
演

会
を
長
崎
県
対
ガ

シ
協
会
の

ご
協
力
に

よ
り
、

つ
ぎ
の
と

お
り
開
催

い
た
し
ま
す
の
で

こ
ぞ
っ
て
ご
聴
講
く
だ
さ
い

料
金
は

い
ら
な
い

こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
演
題

胃
ガ

ン
に
つ
い

で

子
宮
ガ
ン
に
つ
い

て
.t' r 

長
崎
大
学
医
学
部
教
授

マ
日
時

三
月
二
日

午
後

一
時
か
ら
四
時

ま
で

マ
場
所

中
央
公
民
舘

マ
講
師

発
明
相
談
所
を
開
設

特
許
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
登
録
な
ど

の
発
明
巡
回

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ

さ
い。

マ
日
時

二
月
二
十
五
日
午

前
十
時
よ
り
正
午
ま
で

マ
場
所

商
工
水
産
課

こんなことはしないでください

写真は富ノ原郷の海岸防風林内に捨てられ

ているごみの山です。このように最近市内の

あちこちの空地や河川などにごみが捨てられ

て、はえ、かなどが多発生を しています。

一人一人の心がけで町がきれいになり ます

できるだけ焼却いたしましょう。

もし、ごみの処分に因ったときは、必らず衛

生課の窓口でご相談ください。

¥ー

エ
ン
ジ
ン
を
払
下
げ

大
村
市
営
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
事
業
で
使

っ
て

い
た

エ
シ
ジ
シ
と
ボ

l
ト
を
つ
ぎ

の
と
お
り
払
下
げ
ま
す。

マ
払
下
げ
物
件

ω型
ヤ
マ

ト
エ

ン
ジ
ン
四
十
四
基

ラ
シ
ナ
!
ボ

i
ト

五
隻

マ
払
下
げ
価
格

エ
ン
ジ
ン

と
ボ
!
ト
(
操
舵
金
具
付
)

三
万
六
千
円

エ
ン
ジ
ン
三
万
円

マ
払
下
げ
方
法
一

般
希
望

者
の
申
請
に
よ
り
払
下
げ

る
。
な
お
希
望
者
が
多
い

と
き
は
抽
せ
ん
し
ま
す。

マ
払
下
げ
場
所

事
業
課

マ
払
下
げ
日
時

三
月
六
日

主
婦
の
生
活
展
開
く

ひ
ご
ろ
家
庭
を
守
る
婦
人

の
方
々
が
生
活
の
中
か
ら
生

み
だ
し
た
作
品
ゃ
、
婦
人
会

婦
人
学
級
な
ど
で
学
習
し
た

成
果
を
発
表
す
る
「
主
婦
の

生
活
展
」
が
二
月
二
十
五
日

と
二
十
六
日
開
催
さ
れ
ま
す

こ
れ
は
お
互
い

の
家
庭
生
活

を
明
る
く
た
の
し
い
も
の

に

し
よ
う
と
い
う
目
的
で
行
な

わ
れ
る
も
の
で
す。

者-
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E 
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E これだけは

ぜひ守ってください

マ
会
場

3 

中
央
公
民
舘

農
業
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

今
年
の

一
月

一
日
現
在
で

調
製
し
た
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
に
供
し

ま
す
。
縦
覧
期
間

一一
月
二
十
三
日
か
ら
三
月

九
日
ま
で
(
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
)

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

無
縁
一
島
、
一
地
の
改
葬

墓
地
名

佐
世
保
市
陣
ノ
内

徳
丸
山
墓
地

届
出

先

佐

世

保

市
保
健
所

届
出
月
日

二
月
二
十
八
日

県
下
高
校ラ
グ
ビ
ー
大
会

日
時2
月

お

日

午

後

2
時

2
月
お
日

午

後

1
時

場
所

大
村
園
芸
高
校



一庄司王弓
市政だよりは

読まれているか?

市政だよりは、市民みなさ

んに読まれているだろうか一

これが市政だよりを発行して

いる私たちが一番知りたいこ

とです。そこで、市政だより

のアンケートを 2月いっぱい

行なっています。往復はがき

のアンケートを受取った方は

記入してすぐポストに入れて

ください。市内で400名の方
を無作為抽出で選び出しお願

いしています。

り大村市政だよ昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和42年2月20日

所
得
税

・
事

業
税
・
市
県

民
税
の
申
告

は
、
い
ず
れ

も
三
月
十
五

日
ま
で
で
す

が
、
所
得
税

の
確
定
申
告

や
、
事
業
税

市
県
民
税
の

申
告
が
一
度

で
す
む
よ
う

に
、
園
、
県

市
が
協
力
し

て
共
同
納
税
相
談
を
行
な
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

マ
期
間
三
月
六
日
か
ら

三
月
十
一
日
ま
で

!所得税・事業税・市民税!
i相談と申告、はこの日に j

マ
時
間
い
ず
れ
の
日
も
、

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午

後
四
時
ま
で

マ
場
所
大
村
市
役
所

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
方
は
、
事
業
税
と
市
県
民

税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん。
市
県
民
税
の
申
告
は

お
忘
れ
な
く

市
県
民
税
の
申
告
用
紙
は

一
一
月
末
ご
ろ
市
役
所
を
発
送

す
る
予
是
で
す
。
三
月
十
五

日
ま
で
に
申
告
し
な
い
と
扶

養
控
除
な
ど
の
諸
控
除
が
認

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
市

役
所
か
出
張
所
に
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

同
訂
正
】

事
業
税
と
市
県
民

税
の
相
談
日
を
二
十
七
日
ま

で
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

場
所
は
市
役
所
で
す
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税

も
三
月
十
五
日
ま
で
に

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
は
次
の
人
で
す
。

①
四
十
一
年
中
に
不
動
産
、

現
金
な
ど
の
贈
与
を
受
け

た
方
で
、
そ
の
価
格
が
四

十
万
円
を
こ
え
て
い
る
人

②
前
年
及
び
前
々
年
に
二
十

万
円
以
上
の
贈
与
を
受
け

た
人
く
わ
し
い
こ
と
は
税
務
署

か
、
毎
月
五
の
日
に
行
な
わ

れ
て
い
る
税
の
相
談
日
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ー
清
和
国
に
寄
付
l

〈
心
萱
瀬
婦
人
会
-
三
千
円

ム
杭
出
津
郷
田
野
辰
雄
・
西

本
町
今
川
忠
義
芸
能
慰
問

ム
本
町
田
中
豊
ク
リ
ス
マ

ス
ケ
!
キ
三
十
六
個
ム
某

氏

週

間

誌

二

十

冊

ム

乾

イ

マ~)~切

刺
瑚53
:LYJ7;d・
3;ja 
1.. "}.;"'以・1;

写真=

あり し日の長間半太郎氏

ご
講
書
始
め
に
ご
進
講
を
仰

⑩
せ
つ
け
ら
れ
た
。
同
十
四
年

三
月
学
術
振
光
会
理
事
長
同

長

岡

半

太

郎

授
を
退
任
し
、
東
大
名
誉
教
年
帝
国
学
士
院
長
に
就
任
し

長
岡
半
太
郎
は
旧
藩
士
長
授
の
名
称
を
さ
ず
け
ら
れ
た
欧
米
各
国
え
学
術
視
察
の
た

岡
治
三
郎
(
三
十
七
士
の

一

昭

和

六
年
大
阪
帝
国
大
学
め
政
府
よ
り
派
遣
さ
れ
る
こ

人
)
の
長
男
と
し
て
大
村
市
設
立
と
と
も
に
初
代
総
長
に
と
七
回
に
も
及
び
日
本
物
理

久
原
郷
七
九
四
番
地
で
慶
応
就
任
し
昭
和
九
年
阪
大
総
長
学
界
の
権
威
ば
か
り
で
な
く

元
年
六
月
二
十
八
日
生
れ
た
を
退
任
し
同
大
学
名
誉
教
授
世
界
的
な
物
理
学
者
と
し
て

大
村
藩
校
五
教
舘
に
学
び
に
推
せ
ん
さ
れ
た
。
昭
和
九
有
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
先
生

は
原
子
学
者
の
仁
科
博
士
の

明
治
二
十
年
東
京
帝
国
大
学

年
二
月
帝
国
学
士
院
よ
り
推工
先
生
で
も
あ
っ
た
。

物
理
学
科
を
卒
業
し
大
学
院
せ
ん
さ
れ
貴
族
院
議
員
と
7

長
岡
博
士
は
多
大
の
業
積

に
学
ん
だ
。
卒
業
後
は
東
大
り
同
十
四
年
十

一
月
再
選
さ

を
の
こ
し
昭
和
二
十
五
年
十

物
理
学
科
の
助
教
授
と
な
り
れ
た
。
昭
和
十
二
年
四
月
二

一
一
月
十
一
日
お
し
ま
れ
な
が

学
位
を
と
り
、
明
治
二
十
六
十
九
日
第

一
回
の
文
化
勲
章

く
な
ら
れ
た
c

年
に
は
物
理
学
研
究
の
た
め
を
授
け
ら
れ
同
十
三
年
一
月

約
三
年
間
ド
イ
ツ
に
留
学
し

帰
朝
後
東
大
教
授
と
な
っ
た

明
治
三
十
九
年
学
士
院
会

員
と
な
り
、
ま
た
、
ロ
ン
ド

ン
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
物
理
学

会
名
誉
会
員
と
な
り
更
に
ケ

ン
プ
リ
ッ
ヂ
大
学
よ
り
名
誉

理
学
博
士
の
学
位
を
授
け
ら

れ
た
。
大
正
十
四
年
東
大
教

馬
場
郷
中
島
武
二
郎
二
千

百
円
ム
親
和
銀
行
大
村
支

居
職
員
一
同
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
一
個
ム
長
崎
県
知

事
キ
ャ
ン
デ
ー
三
十
二
個

タ
オ
ル
三
十
二
枚
ム
長
崎

県
社
会
課
三
味
線
一
個

ム
松
並
町
飯
盛
丈
太
郎
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
三
十
六
個

1 


